
    2023年（令和５年）７月２日NIIGATA  ■ 市報にいがた ■ 05

視覚に障がいがある人を対象に、「市報にいがた」の点字版・ＣＤ版・デイジー版を発行しています。　申込先県視覚障害者福祉協会(☎025-381-8258)　問広報課(☎025-226-2089)
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ゆったりとした時間を過ごしてください
　玄関や部屋に飾られている花は、季節や展示に合わ
せて毎週替えています。建物とアートと花が織りなす、
ゆったりと静かな時間を過ごしてみませんか。
　T

ツ イ ッ タ ー

witterで日々の様子やイベント情報を発信してい
ますので、ぜひご覧ください。

施設の職員に聞きました

　同施設は、日本銀行新潟支店長役宅として昭和８年に建
てられた、木造２階建ての近代和風住宅です。建物や庭園
は、誰でも自由に見ることができます。年間５～８回開催
される企画展示では、ギャラリーに改修した蔵を中心に、か
つての住居部分を含む施設全体に作品を展示しています。
　音楽や舞踊などのイベントや講座を開催しているほか、一
部の和室や蔵の貸し出しもしています。
※関連記事を別冊情報ひろば４面に掲載

会の立ち上げから尽力
明治後期から大正にかけて日本一

の産油量を誇った、新津油田の石油採
掘などを紹介する施設「石油の世界
館」。中島さんは、同館友の会の事務
局長を、会の立ち上げの平成17年か
ら務めています。「高校の教員を退職
後、何か新しいことを始めたいと思っ
ていた時に、大学を退官された知人か
ら声を掛けられたのがきっかけでし
た」と中島さん。

地域の歴史を伝えるために
「友の会の活動は苦労もありますが、
充実した日々を過ごしています」「早
くコロナ禍

か

前のような活動に戻って、
かつて石油産業が栄えた歴史を、子ど
もから大人まで多くの人に知ってもら
いたいです」と力強く語ってくれまし
た。

2おでかけ日和おでかけ日和 お出かけにぴったりなお出かけにぴったりな
市内の施設を紹介します。市内の施設を紹介します。

開館時間：９時～21時　
※月曜（祝日の場合翌日）、祝日の翌日（土・日
曜の場合翌火曜）、年末年始休館
入館料：無料

施設名 砂丘館
（中央区西大畑町☎025-222-2676）

　省エネルギー・低炭素型の製品やサービス、行動などを選択す
ることを「C

ク ー ル
OOL C

チ ョ イ ス
HOICE」と呼びます。環境に優しいだけでなく、

家計の節約につながる場合もあります。
※詳しくは同活動ホームページ=右=に掲載

　猛暑や急な大雨などの異常気象は、温室効果ガ
スによる地球温暖化が原因といわれています。日
常生活でできる省エネルギーな行動に取り組んで
みませんか。　問環境政策課（☎025-226-1365）

ゼロカーボンシティの実現へ
温室効果ガス排出量を減らそう

同施設
坂井 佐和子さん

連載

▲同施設
ホームページ
はこちらから

▲「この春、友の会で『新津丘陵の地質と
石油』を刊行しました。多くの人に読んで
もらいたいです」

▲同会は新津丘陵をフィールドに、専門
的な知識を生かした地層の観察学習など
を行う

　地域とつながり、生き生きと活
動するシニアを紹介します。

同館友の会 
事務局長　中島 哲宏さん

新連載

1いいきいきシニアきいきシニア

省エネルギーな取り組み

家庭では１つの部屋に集まり、エアコンの稼働
台数を減らす
エアコンのフィルターを小まめに掃除する
宅配便は、日時指定や宅配ボックスなどを利用
し１回で受け取る
エコドライブをする（急な加速・減速をしない、
余裕のある車間距離を保つなど）
電気自動車など次世代型自動車への転換を考える
省エネルギー型の家電や機器を選択する
住宅の省エネルギー化や再生可能エネルギー・
蓄電池の導入を検討する

COOL CHOICEの例

ゼロカーボンって何？

どうしてゼロカーボンに取り組むの？

　二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出
量から、森林管理などによる吸収量を差し引いて、
合計を実質的にゼロにすることだよ。
　新潟市は、2050年までにゼロカーボンシティの
実現を目指しているんだ。

　食と自然が豊かな新潟市の暮らしを、次世代へ残
すためだよ。環境問題を解決するだけでなく、住
みやすいまちを維持することで、人口減少を抑え
ることにもつながるよ。

　温室効果ガス削減に向け、市では電気自動車の
導入や建物の省エネ化、再生可能エネルギーの導
入などの取り組みを進めていくよ。
※実行計画などは新潟市ホーム
ページ=右=に掲載

■問石油の世界館（☎0250-22-1400）

＼＼やってみよう／／


